
学校番号 218 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数化学 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂「化学」 （東京書籍） 

副教材等 改訂ニューグローバル 化学基礎＋化学 （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学の教科書を使って 1年生までの化学基礎の内容よりも難易度の高い内容を扱います。そのた

め、化学基礎の内容が分かっていないと理解することが難しくなります。１年生の内容、基礎的

な計算などは必ず復習しておくようにしましょう。 

2年では、無機化学と有機化学の内容を中心に勉強していきます。覚えることが多い範囲ですが、

ただ単に暗記するだけではなく、なぜそのような反応が起きるのか？どういう仕組みなのか、常

に疑問を持って授業を受けるようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に

探究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的

な自然観を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象や数学

的事象に関心をもち、積

極的にそれらを探究しよ

うとするとともに、事象

を科学的・数学的に考察

し表現する態度を身に付

けている。 

自然の事物・現象の中に

問題を見いだし探究する

過程を通して、事象を科

学的、創造的に考察し、

導き出した考えを的確に

表現している。また、数

学的な見方や考え方を身

に付け、事象を数学的、

創造的に考察し的確に表

現している。 

観察、実験の基本操作及

び自然の事物・現象を探

究する技能を身に付け

ている。また、事象を数

学的に表現・処理する仕

方や推論の方法などの

技能を身に付けている。 

科学や数学における基

本的な概念や原理・法

則などを系統的に理解

し、知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

ワークシート、実験レポ

ート 

プリントでの問題演習、

問題集課題、小テスト、

定期考査 

実験レポート 小テスト、定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

無
機
物
質
の
性
質 

典型元素 〇 〇  〇 

a:典型元素に分類されている

元素の違いに関心を持ち理解

を深める。 

b:周期表のそれぞれの族の特

徴を説明できる。 

d:周期表の 1,2,12～18 族に分

類される元素の性質について

理解できる。 

定期考査 

実験レポート 

ワークシート

プリントでの

問題演習 

問題集課題 

小テスト 

遷移元素 〇  〇 〇 

a:遷移元素に分類されている

元素の違いに関心を持ち理解

を深める。 

c:各金属の製法について、どの

ような化学反応が起きている

か説明できる。 

d:周期表の 3～11 族に分類さ

れる元素の性質について理解

できる。 

２
学
期 

有
機
化
合
物
の
性
質 

炭化水素 〇 〇  〇 

a:有機化合物の特徴や性質、今

までの化合物の違いについて

関心をもち学ぼうとする。 

b:有機化合物の異性体につい

て違いを判断し、構造式で表現

することができる。 

d:飽和炭化水素と不飽和炭化

水素との違いを理解できる。 

定期考査 

実験レポート 

ワークシート

プリントでの

問題演習 

問題集課題 

小テスト 

官能基をもつ化合物 〇  〇 〇 

a:官能基によって有機化合物

の性質がどのくらい変わるの

かを積極的に学ぼうとする。 

c: アルデヒドやケトンに関す

る実験でヨードホルム反応の

実験の方法を習得する。 

d:官能基ごとに有機化合物の

もつ性質について理解できる。 



３
学
期 

芳香族化合物 〇 〇 〇 〇 

a:ベンゼン環をもつ有機化合

物について興味を持っている。 

b:芳香族化合物の分離につい

て、操作ごとにどの化合物が分

類されるか原理を説明できる。 

c:エステルに関する実験で、サ

リチル酸メチルやその他のエ

ステルの合成方法を実験より

習得する。 

d:ベンゼンから合成させる芳

香族化合物について理解でき

る。 

定期考査 

実験レポート 

ワークシート

プリントでの

問題演習 

問題集課題 

小テスト 

 


